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ゴールデンウィークが終わり、学校生活が戻ってきました。入学してから１か月経ちましたが、慣れてきましたか？ 

宿題やクラブ活動、習い事に追われながらも、一生懸命がんばる姿がたくさん見られます。しっかり授業に集中し、

先生と目を合わせて話しを聞く姿勢の良い人もたくさんいます。また、委員会活動もスタートし、生徒会や委員会の

メンバーの一員として積極的に行動する人も見られます。周りの人を思いやり、優しい言葉がけができる人も多く、ク

ラスの中でのそれぞれの良さもどんどん見えてきています。あっという間に１日が過ぎ、きっとあっという間に１学期が

終わることと思います。友だちや先生のお話しをたくさん聞いて、自分の中身もしっかりみがいていきましょう。 

 

 さて、来週の木曜日と金曜日はいよいよ中間テストです。昨日にはテスト範囲も配られ、目標やすべきことがはっ

きり見えたのではないでしょうか。大前先生から、テストに向けてのアドバイスを紹介します。まずは準備編★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨日、みんなに配布した中間テストのテスト範囲表です！ 

数学・国語 に少し変更がありましたので、 

こちらをかならず確認してください！ 

 

 

 

 

 教科 範囲 学習のポイント 提出物 

１
９
日
（金
） 

数学 

・教科書ｐ１０～ｐ４３ 

・パターン演習ｐ１～ｐ３８ 

・反復練習Ｎｏ１～Ｎｐ１４ 

（２０点分出題されます） 

・授業の振り返りをしっかり 

・パターン問題集をしっかり 

・反復をしっかり 

① パターン 

19日提出 

ｐ１～ｐ３８ 

（必ず丸つけ） 

② 反復練習 

19日提出 

No1～No14の中

でまだ出してない

部分があれば提出" 

国語 

・教科書 

P．１ 『朝のリレー』 

P．14～15 『野原はうたう』 

P．22～29 『シンシュン』 

P．227～228 漢字の成り立ち 

・漢字の学習① P．２～11 

・授業の振り返りをしっかり 

・ノート 

 5月 19日(金) 

出席番号順に並べ

て後ろの棚の上に

置いておく。 

 

 

 教科 範囲 学習のポイント 提出物 

１
８
日
（木
） 

英語 

・教科書 P. 6～P. 28 
・ジョイフルワーク P. 2～P. 17 
・ビンゴ P. 9～P. 22 
・GW宿題冊子 
・授業で使ったプリント類全て 

★アルファベット大文字・小文字を書け
るようにしよう。 

★ヘボン式ローマ字を書けるようにしよ
う。 

★単語・英文・名前・誕生日などを書け
るようにしよう。 

ジョイフルワーク 
付属ノート 
 ５月１５日（月） 
    授業開始時 

社会 

・地理の教科書 P２～１２、２２
～２３、２６～３９ 

・COM.PASS(問題集)本誌の P２
～７ P10の２、P11の２ 
P16～19 P22の１ P23を 
アシストノートに答えを書きま
しょう。 

① 左のテスト範囲の問題集をアシストノ
ートに解きましょう。 

② 提出物のアシストノートができたら、
問題集本体の問題を何回も解いて、自
信をつけましょう。 

5月 18日(木)  
終礼時 
問題集の付属ノート
(丸付けして) 

理科 
・教科書 P28まで （顕微鏡、ルー
ペの使い方、水中の微生も） 

・プリント NO.１ 

漢字で書けるように練習しておくこと。 無し 

テストの戦い方① 準備編 

① 提出物ははやく終わらせる。 
提出物はできるだけはやく終わらせましょう。提出物に追われて本来のテスト勉強が

できないというのは完全に作戦失敗です。提出物のワークを何回もやるぐらい余裕を持

ちましょう。 

 

 ② 睡眠時間を確保する。 
  よくテスト前は徹夜で勉強するんや！と聞きますが、ねむい状態というのは脳がフル

パワーで動きません。ということは良い点数がとれるわけがありません。凡ミスや、少し

考えたらわかる問題を落とすことが増えます。 

 しっかり計画を立てて勉強し、テスト前日は余裕をもって眠るようにしましょう。も

し不安なら少し早起きして、見直すようにしましょう。 

   おすすめ勉強法  

暗記⇒考える⇒暗記  

   ・例えば、漢字⇒数学⇒社会の語句暗記というように頭の使い方を変えるとリフ

レッシュして集中しやすくなります。一時間ぐらいで切り替えるのがオススメ

です。またこの方法は苦手教科⇒得意教科⇒苦手教科でも応用可能です。 

・暗記物の基本は書く・見る・読む 

    とにかく書きましょう。この時点で「書く」と「見る」で脳を二つ使っていま

す。そこに「読む」を入れると脳をトリプルで使っています。 

本日の格言 

・・・The more we do, the more we can do. 

（もっとやれば、もっとできる。）      ウィリアム・ヘイズリット (英国の作家) 


